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集成材の適正接着条件の解明と接着はく離補修技術の開発（H27～30） 
  

 柳川靖夫・成瀬達哉 
１．はじめに 
 ラミナを接着して製造される集成材での接着はく離（はく離）は、強度性能に悪影響を及ぼす恐れが

あるため、集成材の農林規格では制限されている。しかし、建築物で長期間供用される間にはく離を生

じることがあり、建築物の安全性を鑑みた場合、補修可能であるなら補修することが望ましいと考えら

れる。そこで、平成３０年度は集成材における接着はく離を簡易に補修することを試み、補修による集

成材の強度性能の回復について検証した。 

２．材料と方法 
 幅108mm、厚さ25mm、長さ3000mmのスギ気乾ラミナのヤング係数を、縦振動法により測定した。これら

を、ヤング係数の分布がほぼ等しくなるよう、６枚を１組として15組に区分した。人為的な接着はく離

は、集成材の厚さ方向の中央接着層（CD-C）または最外接着層（TD-C）に設けた。幅50mmのテフロンシー

トを、ラミナの側面端部に沿って全長に渡り貼り付け、はく離を作製した。はく離の補修方法は図１に

示すとおりで、厚さ方向の中央接着層（CD-R）または最外接着層（TD-R）を、幅1.8mm、深さ50mmとして

全長にわたり切削し、切削溝にエポキシ樹脂接着剤を注入した。また、無欠点の集成材（Control）も作

製した。ラミナの接着にはフェノール・レゾルシノール樹脂接着剤を使用し、積層数は６、幅105mm、厚

さ120mm、および長さ3000mmとし、各条件の作製体数は３

体とした。集成材の曲げ試験を、スパン2520mmの３等分

４点荷重により行った。なお、最外接着層にはく離を含

む集成材および同接着層を補修した集成材は、はく離も

しくは補修接着層を引張側として荷重を加えた。 

３．結果と考察 
 曲げヤング係数（MOE）は、中央接着層にはく離を含む

集成材（CD-C）では低下しておらず、最外接着層にはく離

を含む集成材（TD-C）では低下が認められた。補修したTD-Rでは、曲げヤング係数の回復が認められた。 

 曲げ強度は、中央接着層および最外接着層にはく離を含む集成材とも低下し、それらの曲げ強度平均

値のControlの平均値に対する比（曲げ強度比）を比較すると、それぞれ0.79および0.89であった。また、

最大曲げたわみも減少し、平均値の比、すなわち最大曲げたわみ比で比較すると、Controlに対しCD-Cは

0.46およびTD-Cは0.70であった。はく離を補修した集成材では、曲げ強度および最大曲げたわみとも回

復が認められ、CD-Rの曲げ強度比は0.92で最大曲げたわみ比は0.62であり、TD-Rの曲げ強度比は0.99で

最大曲げたわみ比は0.85であった。以上のとおり、はく離を補修することにより曲げ強度は回復した。

しかし、靱性の回復は

顕著ではなかった。こ

れは、使用したスギラ

ミナがほぼ無欠点であ

ったためと考えられ

る。したがって、引張側

外層に縦つぎラミナや

有節ラミナを使用した

集成材ではく離が発生

した場合、補修により

強度をほぼ回復するこ

とが可能と考えられ

る。 

項目 単位 Control CD-C CD-R TD-C TD-R

密度 平均値 (g/cm3) 0.43 0.43 0.41 0.41 0.42

平均値 12.2 12.1 12.2 11.6 12.0
MOE測定値 標準偏差 0.2 0.2 0.2 0.4 0.4

変動係数 0.01 0.02 0.02 0.03 0.04

MOE計算値 平均値 (kN/mm2) 12.3 12.5 12.2 12.3 12.4

測定値／計算値 0.99 0.97 1.01 0.95 0.97
平均値 70.1 55.1 64.6 62.2 69.2
標準偏差 1.1 6.7 6.3 0.3 6.5
変動係数 0.02 0.12 0.10 0.01 0.09

曲げ強度比1) - 0.79 0.92 0.89 0.99

最大曲げたわみ (mm) 119 55 73 84 102

最大曲げたわみ比1) - 0.46 0.62 0.70 0.85

せん断破壊発生数2) 0 3 1 0 0

注：ｎ=３。1)：Controlを基準として算出。2)：はく離を含む接着層でせん断破壊した試験体数。

表1　曲げ試験の結果

(kN/mm2)

曲げ強度 (N/mm2)
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奈良県産スギ材・ヒノキ材を用いた防音フローリングの開発(H30～R2） 
 

矢杉瑠美・岩本頼子・有山麻衣子 
１．はじめに 
 集合住宅では、子供の飛びはね時に低音域の音が、物品の落下時に高音域の音が発生する。前者は

重量床衝撃音、後者は軽量床衝撃音と呼ばれ、特に後者は、硬く耳障りな音で不快感がつのりやすい

とされている。そのため、近隣住民への配慮から床材料は、建築学会が推奨する好ましい性能水準以

上を満たす必要がある。そこで平成 30 年度は、奈良県産スギ、ヒノキ材に、スリット加工を施しクッ

ションを使用する方法で、無垢の防音フローリングの開発を試み、防音性能を評価した。 

２．材料と方法 
 繊維方向 1000mm 程度の本実加工のある板目板を使用した。試験体は防音

性付与のため、図１のように板の木裏面にスリット加工を施し、ポリエステ

ルクッションと組み合わせた。表１に設定条件の一部を示す。まずは簡易試

験として、板幅、スリット加工による板の残り厚さ、クッション条件を検討

するため、図２に示す、JIS A 1440-1 を参考にした簡易な手法で試験を実施

した。すなわち、所内１階および２階の廊下にてコンクリート製床上に、１

条件あたり試験体２枚を設置した場合

と、設置しない場合（コンクリート素面）

について、自作した軽量床衝撃音発生器

により、450g のハンマー５本を高さ４cm
から連続して自由落下させ、衝撃音を発

生させた。同時に、コンクリート製天井

から 1.0m の位置に固定したマイクロホン（ブリュエル・ケアー社製 
4189-A-021）１本により床衝撃音レベルを受音し、測定機器（ブリュエ

ル・ケアー社製 PULSE 3050B）を使用した。以上の簡易試験は奈良県産

業振興総合センターの協力により実施した。さらに本試験として、簡易

試験の結果をふまえて条件を選定し（一財）日本建築総合試験所にて JIS 
A 1440-1 に準拠した試験を行った。いずれの試験でも、得られた床衝撃 
音レベルから、式（１）を用いて床衝撃音レベル低減量を求めた。 
 床衝撃音レベル低減量（ΔL）＝Ln0－Ln …………（１） 
 Ln0（dB）：コンクリート製床の素面における床衝撃音レベル 
 Ln（dB）：試験体設置状態の床衝撃音レベル 

３．結果と考察 
 簡易試験の結果、板幅が狭いほど低減量が増加

する傾向にあり（図３）、スリット加工後の板厚

さが小さいほど低減量が増加した。これは接線方

向は、実部分で音の伝搬が途切れ、繊維方向は、

スリット加工後の板厚さが小さいほど伝搬が減少

するためと考えられる。また、クッションは目付

が少なく、かつ厚さが大きい場合が最も低減量が

大きかったことから、含まれる空気の割合が多い

ほど高い吸音効果が得られることが示唆された。

さらに本試験の結果を示す（図４）。これは「床材の床衝撃音低減性能の表現方法に関する検討委員

会」報告書（日本建築総合試験所）の等級表記指針によるとΔLL-4 であった。また建築学会が推奨す

る好ましい性能水準である、遮音等級 LL-45 を満たしていた。 

図２ 試験時の概略 

表１ 設定条件 

図４ 本試験の結果 図３ 簡易試験の結果 

幅 厚さ 長さ のこ幅 加工後板厚さ 間隔 厚さ 目付
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (g/㎡)

A 4.0 135

B 5.0 58

C 3.3 120
本
試
験

スギ 110 10 950 1 1.8 15 D 4.5 258
両面テープ
（幅30mm）

両面テープ
＋コニシ製
KU928RW

1 1.0/1.5/2.0 16 なし なし

簡
易
試
験

スギ 75/110/150 12 1000

板条件 スリット加工条件 クッション条件 接着条件

樹種 種類
板＋

クッション
クッション＋
コンクリート

図１ 試験体の概略 
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